




（別紙）

薬剤耐性対策に関する取組事例の収集について（依頼）

１ 目的

家畜及び家きんの飼養農場における薬剤耐性対策への取組事例を広く収集し、薬剤

耐性対策の普及・啓発活動に活用する。

２ 報告対象となる薬剤耐性対策の項目例（以下のうちいずれか１つでも結構です。）

（１）適切な飼養衛生管理による感染症予防

（例）・家畜の健康状態に悪影響を与える飼養環境の改善

・ワクチン接種の適切な実施

・家畜を健康に保つための飼料の工夫

（２）適切な病性の把握及び診断

（例）・家畜の健康状態把握のための取組

・発病時期、経過、措置等を把握しやすくするための取組

・診断の際に必要な情報の共有（周囲の農場での感染症の発生情報等）

（３）抗菌剤の選択及び使用

（例）・抗菌剤の選択時、使用時に適切な物を選ぶための取組

（４）関係者間の情報の共有

（例）・感染症の発生状況・経過、抗菌剤の使用状況・有効性及び薬剤感受性の情

報の共有

・抗菌剤使用に当たっての注意事項等の情報の共有

３ 提出様式

提出様式は特に問いませんが、別紙様式例を参考にしてください。

（具体的な説明や資料・写真等の貼付をお願いします。）

４ 報告期限

平成29年11月24日（金）17時

５ 提出先･問合せ先

提出は、電子メールにより、（animal_amr@maff.go.jp）宛てに送付してください。

また、ご不明な点があれば、農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課 関谷、下

村（Tel:03-3502-8097、Fax:03-3502-8275）までお問合わせください。

６ その他

（１）御報告いただいた取組事例については、当課において取りまとめを行った後、

個別の農場名や都道府県名等の情報を伏せた上で、当省ホームページへの掲載等

により広く関係者に紹介する予定ですので、御承知おきください。

（２）また、内閣官房、文部科学省、厚生労働省及び農林水産省では、薬剤耐性対策

に係る自発的な活動を喚起奨励すること等により、対策の全国的な広がりを促進

することを目的として「第１回薬剤耐性（AMR）対策普及啓発活動表彰」を本年

６月に行ったところです。当該表彰については今後も継続して実施される見込み

ですので、当該表彰への参加をご案内させていただきたいと考えておりますので

その際はよろしくお願いいたします。



別紙

■氏名 ■職業

■所属 ■連絡先:（電話）
　　　　　　　　　（e-mail）　

■

④関係者間の情報の共有 ⑤その他

■写真

写真の説明

■取組内容の詳細

■取組による効果

注　御報告いただいた取組事例は、広く関係者に紹介し、各現場において、薬剤耐性対策に役立ててい
ただきたいと考えています。そのため、御報告いただく内容については、公表内容を見た者が取組事例
に準じた取組を実施しやすいよう、分かりやすさを念頭においたものとしてください。
　なお、一事例一葉としてください。

貼付場所
（取扱が容易なサイズとしてください。）

（原則、写真を貼付いただくとともに、必要に応じて説明資料、図表等を添付してください。）

（取組内容のどの部分の写真かについて、記入し
てください。）

薬剤耐性対策の該当項目に〇をして下さい（複数回答可）
①適切な飼養衛生管理による感染症予防 ②適切な病性の把握及び診断

③抗菌剤の選択及び使用




